
　ニューロペプチドY（NPY）は脳と末梢神経系に広く分布する神経伝達物質である。種々の免疫細
胞はNPY Y1受容体を発現しているが、気管支喘息の病態生理に対するNPYの関与は明らかでない。
NPY欠損型マウスと野生型マウスを経鼻的にイエダニ（HDM）抽出物で感作曝露し気道反応を比較
検討した。感作曝露後、野生型マウスに比してNPY欠損型マウスでは気道過敏性・炎症の進展が有
意に減弱していた。感作曝露後のマウス肺におけるCD4陽性T細胞・CD11c陽性抗原提示細胞の数は
NPY欠損型マウスで有意に低値であった。マウス縦隔リンパ節におけるHDMを貪食したCD11c陽性
抗原提示細胞の数もNPY欠損型マウスで有意に少なかった。また、NPY受容体遮断薬による治療は気
道過敏性・炎症の進展を有意に抑制した。NPYは抗原提示細胞を気道へ集積し、２型免疫反応を促進
することによって、アレルゲン誘導気道過敏性・炎症の進展に重要な役割を果たしていることが示さ
れた。NPYの制御はアレルギー性気道反応を抑制するための新規治療標的となる。
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